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▼投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集しています。 1月3日火までに情報広報課（〒300-0192　大和田562番地）へお願いします。

なお、 応募多数な場合には掲載されない場合がありますのでご了承ください。
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瀬
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教 職員として38年教壇に立ち、その後は旧霞ヶ

浦町教育委員会教育長として約 4年間、 教

育に尽力された功労が認められ受章されました。 「受

賞できたことを大変うれしく光栄に思います。 多くの

方々からのご指導・ご鞭撻の賜物と感謝申し上げま

す。 今後も、 日々精進したいと思います」と受賞の喜

びを話してくれました。

桑原 和生 さん

秋の叙勲・茨城県表彰

秋の叙勲
瑞宝双光章

出 島東部土地改良区理事長として 11年の永

きにわたり、 土地改良区の運営ならびに土地

改良事業推進のために尽力された功労が認められ

受章されました。 「このたびの受賞は皆さまのご支援

のおかげと感謝しています。 これからもこの栄誉に恥

じぬよう日々精進したいと思います」と受賞の喜びを

話してくれました。

小松﨑 正衛 さん

秋の叙勲
旭日単光章

多 年にわたり保育園の園長として児童の養護・

教育および保育士の育成指導に尽力し、 保

育の資質向上に貢献された功労が認められ受章され

ました。 「園児と保護者、 保育士に恵まれ、 自分の

仕事に常に誇りを持ち精励してきました。 素晴らしい

賞に恥じないよう、 これからも一生懸命頑張ります」と

受賞の喜びを話してくれました。

菅野 治夫 さん

茨城県表彰
社会福祉の増進

商 工会の役員として会の発展と地域商工業の活

性化に貢献するとともに、 多年にわたり地域

商工業の振興に尽力された功労が認められ受賞され

ました。 「このたびの受賞は、 皆さまのご指導ご支援

によるものと心から感謝しています。 今後も行政や関

係機関と連携しながら市内商工業の振興を図ってい

きたいと思います」と受賞の喜びを話してくれました。

真藤 実男 さん

茨城県表彰
産業の振興

柏崎素鵞神社絵馬（柏崎 1587-16）


